
 
 
 
 
 こんにちは。今回は号外です。通常の新聞は小学校低学年の児童にも読みやすいよう

に作成していますが、アフリカについてもっと詳しく、少し踏み込んだ（つもりの）内

容を書いていこうと考えて、号外を作成することにしました。（通常の新聞と内容が重複

する場合もありますが、通常版の内容を補足できると思います。） 

 私は昨年７月より南アフリカ共和国で活動をしていますが、活動の要請内容は「教員

への助言を通じて、児童の算数の学力向上に取り組む。」というものです。 

 号外初号のテーマは「算数教育の実態」です。私が通っている２つの小学校の実態で

すので、南ア全体がそうであるとは言えませんが、少なくても任地の実態は伝えられる

かと思います。 

 
 

    SABONA 
      南アフリカ新聞号外① 

            鈴木 壮太 

 ２０１５年、世界協力開発機構（OECD）は、世界７６の国と

地域で１５歳の生徒を対象に学習到達度調査（PISA）を行いまし

た。数学と科学に基づいた結果がこちら。 

     １位 シンガポール 
     ２位 香港 
     ３位 韓国 
     ４位 日本、台湾 
      .       . 

     75 位 南アフリカ共和国 

 ７６の国と地域のうち南アは７５位。このように、南アには算

数が苦手な子どもが多いのです。なぜでしょう。 
 

算数が苦手な理由 

理由①「母語のスワジ語を読めない」 

 

理由②「普段の生活に数字がない」 

理由③「授業中は座って先生の話を聞くだけ 」 

理由④「４年生からいきなり英語で授業」 

 ３年生までは算数を含めスワジ語で教わりますが、４年生から急に

全ての授業は英語で行われるようになります（教科書も英語表記）。そ

のため、ここでつまずいてしまう児童も多いのが現状です。 

理由⑤「教員の教育に対する意識の問題」 

 文化的な側面が大きいのかもしれませんが、教員は授業中でも会議

中でもメールが来たら返信し、電話が鳴ったら出ます。それが授業中

の場合、児童は放置されます。教員が疲れたと感じたら児童に自習を

させ、教員は休憩してしまうこともあります。また、学校生活におい

て児童が主体となって物事に取り組むことは少なく、教員に言われた

ことに従って行動するしかないため、自分で物事を考えて行動する力

が身に付きにくいのかもしれません。 

 


